
　　　　　　　　　　☆講　　　演☆

◇教授　井口昌平「IHDプログラムの中の研究活動と国内計

画について」日本学術会議水特別委員会，IHD活動の中の研究

活動に関するシンポジウム，学士会館において（1967．1．21）

◇教授　井口昌平「IHDの水文学教育に関する活動状況」日

本学術会議水特別委員会，水問題の教育と研究に関するシンポ

ジウム，土木学会において（1967．3．27）

◇教授井口昌平「IHDプログラムの巾における“水循環に及

ぼす人間の影響”の問題について」日本学術会議水特別委員

会，水循環および水収支に関するシンポジウム，当研究所にお

いて（1967．11．9）

◇教授　浅原照三「有機電極反応」有機合成化学協会講演会，

日本化学会講堂において（1968．2．2）

◇教授　井口昌平，助手（工学部）鮭川　登，助手　吉野文雄

「河道のなかの流れの特性について（第一報）」土木学会第12

回水理講演会，発明会館において（1967．2．10）

◇助教授　早野茂夫「ビルディングメインテナスと界面活性剤」

東京ビルメインテナス協会例会，大手町サンケイ会館において

（1968．　2．　14）

◇教授　浅原照三「テロメリゼーション反応の工業化に関する

二，三の考察」東工大資源研・研究会（1968．3．7）

　　　　　　　　　　☆寄　　　稿☆

◇教授　井口昌平「IHDに関する国際学術連合会議の活動の

経過とその水研究学術委員会の第二回，第三回会議の報告（そ

の1）」国際水文学10年計画“IHD”No．4（文部省出版物MEJ

9963），　p．13～32　（1967．　8）

◇教授尾上守夫（A．W．　Warner，　G．　A．　Coquinと共著）

「Determination　of　Elastic　and　Piezoelectric　Constants　for

Crystals　in　Class（3　m）」J．　Acoust．　Soc．　An，42，6，　P．1223

～1231　（1967．　12）

1へmu　　　　＾＾＾A＾

◇森脇　義雄（Yoshio　MORIWAKI）教授工博専攻　電

　　　　　　気回路学

◇河村達雄（Tatsuo　KAWAMURA）助教授工博専攻
　　　　　　電力工学，高電圧工学，パルス工学

◇長谷部　望（Nozomu　HASEBE）講師　専攻　通信機器学

◇星野　昌一（Shoichi　HOSHINO）教授　工博　専攻　建築

　　　　　　装備学

◇岡山　誠二（Seiji　OKAYAMA）　研究嘱託　専攻　建築装

　　　　　　備学（防災論）　東京都庁営繕工事部
i◇後藤達之助（Tatsunosuke　GOTO）同上　専攻　建築装備

　　　　　　学（防災論）　小松化成KK

◇久保慶三郎（Keizaburo　KUBO）　教授　工博　専攻　生産

　　　　　　施設防災工学

◇佐藤　暢彦（Nobuhiko　sATo）助手　専攻　同上

◇中村英夫（Hideo　NAKAMURA）助教授　工博　専攻

◇教授　井口昌平「IHD調整理事会人的影響作業部会第1回会

議に出席して」国際水文学10年計画　“IHD”No．4（文部省

出版物MEJ　9966），　p　5～28（1967．12）

◇教授　井口昌平「IHDに関する国際学術連合会議の活動の

経過とその水研究学術委員会の第2回，第3回会議の報告（そ

の2），国際水文学10年計画“IHD”No．4（文部省出版物

MEJ　9966），　p．29～39（1967．12）

◇助教授　高羽禎雄「Multistage　Delay　Line　Memory　Sy－

s七ems　and　Their　Application　to　Multi－Channel　Pulse

Height　Analyzer　Featuring　Short　Dead　Time」Nucl．　Instr

and　Meth．58．2，　P．223（1968．1）

◇助教授　河添邦太朗，助教授　竹内　雍，他1名「イオン交

換における物質移動の単粒子による研究」化学工学，32，p．

175～181　（1968．　2）

☆研究発表☆

◇助手　合田周平「神経系の機能をもつ制御方式」電子通信学

会・日本ME学会共催，医用電子・生体工学研究会資料MBE

67－26，東大電気会議室において（1968．1．23）

◇助手　合田周平「IMICTRON　Modulated　Feedback　Control

Systems」Proc．　of　Hawaii　International　Conferene　on

System　Sciences，ハワイ大学において（1968．1．31）

◇助手合田周平「ANeurophysiological　On，　Off　Logics」

Pattern　Recognition　Society，　NBR会議室において（1968．

2．8）

◇助手合田周平「オートマトン理論とシーケンス制御」計測

自動制御学会，新制御理論に関係したトピックス講習会テキス

ト，国立教育会館において（1968．2．21）
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　　　　　写真欝　　　　　　i
◇村井　俊治（Shunji　MURAI）助手　専攻　同上　　　　　i

◇藤高　周平（Shuhei　FUJITAKA）　教授　工博　専攻　高！

　　　　　　電圧工学電力工学　　　　1
◇麻生　忠雄（Tadao　ASOH）研究員　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学工学部教授1

　　　　　　工博専攻同上　　　　　　　　　　　　1
◇翻襯（S。d。。　TAKABA）助教授工博電子管工学／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

嶽董蕪翻翻M膿譜購翻重1
　　　　　　環境学（室内音響，騒音調整）

◇平野　興彦（Okihiko　HIRANO）助手専攻　同上

◇川井忠彦（Tadahiko　KAWAI）助教授工博専攻船
　　　　　　体構造力学

◇大坪　英臣（Hideomi　OHTSUBO）大学院学生　専攻　船

　　　　　　体　構造力学
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